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長房中学校区は、長房町と城山手の全域から構成され、八王子市西南部に位置しています。南
浅川の北側に広がる丘陵地帯であり、国史跡船田石器時代遺跡、船田遺跡、中郷遺跡などの遺跡
が残されています。

八王子市の顔に相応しい景観として、武蔵陵墓地や南浅川橋、南浅川の鯉のぼりが八王子八十
八景に選ばれました。

武蔵陵墓地のうち多摩陵・武蔵野陵は、東日本唯一の天皇陵でもあります。甲州街道から武蔵
陵墓地までの参道にはケヤキ並木が続き、陵墓内には北山杉が植えられ荘厳な雰囲気に包まれ
ています。

住民主体のお祭りも盛んで、長房ふれあい端午まつりなど地域の特色あるお祭りが行われて
いるほか、地域の活動団体が八王子いちょう祭りにも参加しています。
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P24-２５ 長房住民が伝えたい地域の歴史→
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